
居宅訪問型児童発達支援「サポートセンターかがやき」 

支援プログラム 

作成年月日：令和 7 年 2 月 6 日 

法人理念：日の当たる山の事業所で地域（社会）で輝ける人材育成を行います。 

支援方針：訪問支援員（保育士・看護師など）が居宅に訪問し、お子様の障害特性に応じ

た成長を促すための個別支援を行います。お子様の特性や保護者の要望に基づき作成さ

れた個別支援計画に基づいてお子様の日常生活における支援を行います。 

営業時間：月～土（第 2・第 4 除く） 9:30～17:30 

 

 

 

 

 

 

 

発達の５領域

 

健康・生活 

心身の健康や生活に関する領域 

1． 健康状態の維持・改善 

2． 生活リズムや生活習慣の形成 

3． 基本的生活スキルの獲得 

 

 

居宅訪問型児童発達支援とは、重度の障害がある状態で、通所サービス支援を受けるために外出

することが困難なお子様に対して、お子様の居宅を訪問し日常生活における基本的な動作の指導、

知的機能の付与、生活能力の向上のため必要な訓練などを提供する。また、身体及び精神の状況並

びにその置かれている環境に応じて適切かつ効果的な支援を行うものです。 

運動・感覚 

運動や感覚に関する領域 

1.姿勢と運動・動作の向上 

2.様々な身体の感覚や触覚への刺激 

3.運動機能・バランス感覚・力の強弱等の

発達 

 

人間関係・社会性 

人との関わりに関する領域 

1.他者との関わり（人間関係）の形成 

2.自己の理解と行動の調整 

3.仲間づくりと集団への参加 

言語・コミュニケーション 

言語とコミュニケーションの獲得に関する領域 

1.言語の形成と活用 

2.言語の受容及び表出 

3.コミュニケーションの基礎的能力の向上 

4.コミュニケーション手段の選択と活用 

認知・行動 

認知と行動に関する領域 

1.認知の発達と行動の習得 

2.空間・時間、数値の概念形成の習得 

3.対象や外部環境の適切な認知と行動の習得 

 


